
【令和４年度 公共事業評価監視委員会】

総合流域防災事業

（準用河川地蔵川）

令和５年２月７日

建設部 河川砂防課
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地蔵川の概要（１）
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事業概要（１）

• 計画諸元

項目 諸元 備考

改修延長 L=600m 流域面積：1.65km2

計画規模

（治水安全度）
1/10年確率

※概ね10年の間に1回程度
発生する規模の洪水を安全
に流下させるための河川改
修

計画降雨 61.0mm／60min 佐賀県降雨強度式による

計画流量 21m3/s、17m3/s
21m3/ｓは下流から20m区間

17m3/ｓは上流部の580ｍ区間
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事業概要（２）

• 事業内容

• 進捗状況

項目 諸元 備考

全体事業費 Ｃ＝1,550百万円

事業期間 Ｈ9 ～ R7

工事内容 掘削・築堤・護岸、橋梁6基

 地蔵川のR3年度末 進捗率＝42% （延長ベース）
（R3年度末までの事業費11.6億円）

 今後の予定として、令和７年度での事業完了を目指している。
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事業概要（３）

• 進捗状況

佐賀市（百万円）

事業費

R3 57.5

R4 78
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R3　移設補償

N=1式

Ｃ＝1百万円

R3　築堤・掘削・護岸

L=76.0m

Ｃ＝56.5百万円

　 凡　　　　　　例

R2年度迄改修済 （黒)

R3年度　改修中 （黄)

R4年度　 　　　（赤)

R5年度以降残  （黄緑）

他の河川事業　 （紫)

R4　築堤・掘削・護岸

L=80.0m

Ｃ＝64百万円 R4　家屋事後調査

N=1戸

Ｃ＝2百万円

R4　測量・設計委託

N=1式

Ｃ＝12百万円



事業概要（４）-1

• 改修前後の写真

改修前

改修後

6

長崎街道から上流を見る 中橋から上流を見る



事業概要（４）-2

• 改修前後の写真

改修前

改修中
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東橋から下流を見る 東橋から上流を見る



事業概要（５）
• 現在までの事業効果

地蔵川では、下流から順次改修を進めており、下流側約220m区間の改修が完了
し、さらに上流区間の改修を進めています。

下流側の改修により地蔵川の水位が低下し、流下能力が向上しています。

しかし、現在も流下能力が不足している区間があり、浸水被害が完全に解消され
たわけではありません。
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右岸流下能力（現在）

右岸流下能力（改修前）

左岸流下能力（現在）

左岸流下能力（改修前）



事業概要（６）

• 石積み護岸の採用

地蔵川では、下流の護岸を長崎街道の歴史環境
に配慮するため雑割石積みで施工しております。

石積み護岸 石積み護岸
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コスト縮減

• 現場発生土の再利用

河道内の掘削土を盛土材や関連事業に再利用す
ることにより、経費の縮減を図っている。

仮設盛土前 仮設盛土後

（地盤改良に伴う重機足場を形成） 10



代替案の可能性

• 代替案として、大規模な

用地取得が伴う放水路

案などがあるが、地蔵川

沿線は住宅が密集して

おり、用地取得が困難で

ある。

⇒用地取得を最小限にとど

めることが可能である河道

改修によって内水被害の低

減を図る。
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洪水被害の実績（１）

• 平成2年7月集中豪雨の記録

■総雨量：379mm、1時間雨量：72mm

■被害の状況

浸水面積 床上浸水 床下浸水

旧佐賀市 3,236ha 817戸 10,142戸

地蔵川 53ha 21戸 924戸
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洪水被害の実績（２）

• 平成2年7月集中豪雨
の浸水実績図

佐賀市の被災状況
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浸水面積 53ha

床上浸水 21戸

床下浸水 924戸



洪水被害の実績（３）

• 平成2年7月集中豪雨の新聞記事、浸水写真

浸水状況
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洪水被害の実績まとめ
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費用対効果（Ｂ／Ｃ）の算出方法（１）
【便益（Ｂ）の算出】

①氾濫解析
確率規模の異なるケースの洪水を想定して氾濫解析を実施し、事業前と

事業実施後の想定氾濫区域をそれぞれ求めます。

②想定被害額の算出
氾濫解析結果に基づき、確率規模別の想定被害額を算出します。

想定被害額の算出

直接被害 一般被害額（家屋、家庭用品、事務所等）

農作物被害

公共土木施設被害

（公共土木施設、公共事業施設、農地、農業用施設等）

間接被害 営業停止被害（生産高の減少、公共サービスの停止・停滞）

応急対策費

（家計、事務所における清掃等の事後活動等）
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費用対効果（Ｂ／Ｃ）の算出方法（２）

③年平均被害軽減期待額の算出
●事業を実施しない場合と実施した場合の、各確率年ごとの被害額の差分を

被害軽減額とします。

●確率規模別の被害軽減額にその洪水の生起確率を乗じて、計画対象
規模まで類型することにより、「年平均被害軽減期待額」を算出します。

④評価対象期間における総便益
●評価対象期間における年便益の総和と評価対象期間終了時点における
残存価値を加算して算出します。

確率規模別の被害軽減額＝事業前想定被害額－事業実施後想定被害額

総便益（Ｂ）＝（年平均被害軽減期待額）×（整備期間＋50年）＋残存価値
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費用対効果（Ｂ／Ｃ）の算出方法（３）

【総費用（Ｃ）の算出】

【整備期間 ＋ 50年】
治水事業着手時点から治水施設の完成に至るまでの総建設費と、評価

対象期間内での維持管理費を対象とする。

Ｃ１: 建設費

（工事費、用地費、補償費）

Ｃ２:維持管理費

（堤防の除草等の維持管理費等）

総費用（Ｃ） ＝ Ｃ１ ＋ Ｃ２
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費用対効果（Ｂ／Ｃ）の算出方法（４）
【費用対効果】

地蔵川

費用対効果＝総便益（Ｂ）／総費用（Ｃ）

B (億円) C (億円) B/C

112.49 22.78 4.94

⇒費用対効果は、４．９４であり、事業要件である１．０以上を
満たしている。

19


